
害予防を難しくしている状況にある。 然や緑の働きを活かすグリーンインフラなどにより、都市環境

　今後、都市環境と自然環境が調和するまちにするため、緑の を再構築し、緑を通じた市民交流を促し、生活環境に潤いを与

あり方を検討していく必要がある。また、近年多発しているゲ える事業を検討していく。

リラ豪雨等の自然災害に対して、公園・緑地を有効活用してい

く方策を検討していく必要がある。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 5年 6月30日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

みどり公園課

06
都市環境と自然環境が調和したまち

経済戦略室

道路管理課

25
自然に親しむ空間の整備・推進

河川課

良好な緑地の保全などを通じて、生物多様性に配慮した自然空間を創出するとともに、既存の緑地・水辺とのネットワーク

化を図り、市民が緑や土、水辺といった自然を身近に感じ、親しむことができる環境を整備します。

緑化事務費

緑化推進事業

水と緑のネットワーク推進事業

緑などの自然環境がよいと 環境がよいと感じている市民の割合
％ 40.5 38.9 45.6 -

感じている市民の割合 (市民意識調査 )

収穫体験参加者数 収穫体験の年間参加者数
人 249 249 0 38

河川イベント・荒川クリー 年間参加者数
人 1,698 1,533 0 2,000

ンエイド参加者数 (チケット販売数 )

　市街化による宅地開発等が進み、緑地の保全が困難となって 　都市環境と自然環境が調和するまちにするには、景観等から

いる状況下において、緑化推進の取組の成果として、緑に対す なる居心地の良さ、災害発生時の緩衝機能などが必要なことか

る市民の満足度は高くなっている。一方、災害につながる天候 ら、居心地の良い緑を増やし、災害につながる緑は減らす等の

不順が多発するため、公園・緑地の高木は災害予防を目的とす 対応策が必要である。

る剪定を行っているが、樹木数も多く、剪定のサイクルより生 　そのため、従来からの災害予防のための高木剪定に加え、自

長の速度が早いため、災



いた戸田ヶ原自然再生事業が指定管理者の業務になったため、人件費は減少した。引き続
き、市民等がサクラソウに親しむ機会となる「サクラソウプロジェクト」を推進するほか、今後、グリーンインフラを活かした新たな取組
を検討・実施していくことから、現状維持としている。

01 農政対策事業　（経済戦略室）

農政対策事業

任
意

4,939 市民の憩いの場、健康活動の場、コ

11,643 ミュニティ醸成の場として緑や土に

－ － １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 06 01 01 01 01 10,280 親しむ環境づくりのニーズは高く、

・戸田収穫祭を開催し、姉妹 6,860 今後も継続していく。

都市等や市内農家が生産した 5,417

01 緑化普及啓発費　（みどり公園課）

緑化事務費

任
意

9,356

10,726

－ － １ ○ － － － － 予01 01 08 04 07 01 01 10,975

予算管理シート 10,975

4,112

緑化推進事業

任
意

4,351 市街地の都市化が進む中、緑被率が

7,467 H22年度の緑被率に対して若干の減

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ02 01 08 04 07 01 02 7,373 少に止まっており、市民意識調査の

苗木の配布や緑化に関する補 7,021 満足度も高いことから、今後も緑化

助金の交付を実施するほか、 4,569 を継続して推進してい

戸

く。

田市 施

水と緑のネットワー

策

ク推進事

任
意

2,77

評

0 市民に、市の花サク

価

ラソウとサクラ

業 3,

シ

402 ソウ自生地の戸

ー

田ヶ原を身近に感じ

－

ト

○ １ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ03

作

01 08 04 07 01

成

03 3,139 て頂け

日

るよう、継続的な取り

令

組みが

「戸田ヶ原」の

和

自然再生等事 2,81

 

7 必要であるため、戸

5

田ヶ原自然再生

業を関

年

係団体等と連携し、水

 

4,634 事業を引き

6

続き実施する。

月

01 道路維持管理費

3

　（道路管理課）

0日

（再掲）道

作

路維持管理費

義
務

＜（

成

再掲）について＞

本事

部

業は、他の施策を主た

局

る施策として構成する

名

事

01 01 08 02 0

環

1 01 01 務事業です

境

が、一部が本施策にも

経

寄与するため「再

・道

済

路台帳等の更新により

部

、 掲の事務事業」とし

担

て、参考に掲載してい

当

ます。

最新の道路情報

部

を維持する。 ※事業内

局

容は、当該事務事業評

名

価シートを参照

水安全部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０５年度（事業費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０５年度（人件費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　令和４年度では、戸田市に関心を持つすべての方を対象にアンケートを実施し、候補１０
種のうち最も多くの票を集めたカワセミを市の鳥として制定した。今後は、サクラソウやモ
クセイとともに市のシンボルとして活用し、都市部での緑化と生物多様性の重要性について
周知・啓発を行い、機運醸成を図っていく。

Ｂ
　今後も、都市環境と自然環境の調和を図っていくため、自然や緑の働きを活かすグリーン
インフラなどのハードと、緑を通じた市民交流を促し、生活環境に潤いを与える事業などの
ソフトを両面から検討していく。

33,238 ↓ 31,767 ↓ 30,456 → 30,456
　新たな都市環境と自然環境の調和を図っていくために、自然や緑の働きを活かすグリーンインフラ整備などのハードと、緑を通じた市民
交流を促し、生活環境に潤いを与える事業などのソフトの両面から検討していく必要がある。また、本市への誇りと愛着を育むための緑化
推進として、市の花であるサクラソウを身近に感じ、親しまれるよう取り組んでいく必要がある。

18,994 ↓ 18,732 → 18,732 → 18,732
　包括指定管理制度の導入により、直営で行って



済部 担当部局名 水安全部

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

xx 道路管理業務　（道路管理課）

（再掲）道路管理業務

義
務

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

00 01 xx xx xx xx 00 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

道路台帳の整備や占用許可等 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

の事務、道路区域等確認のた ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

03 河川維持管理費　（河川課）

（再掲）河川維持管理費

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 08 03 01 03 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

市が管理する河川・水路・排 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

水施設等については、各施設 ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

戸田市 施策評

R4決算額 R5計

価

画額 R6予算額
計（千

シ

円） 事業費 21,41

ー

6 33,238 31,

ト

767
うち一般財源 2

作

1,062 29,54

成

0 27,673

事業の

日

方向性： １現状で継続

令

　 ２拡大して継続 ３縮

和

小して継続　　　４他

 

事業と統合　　　５休

5

止　　　６その他見直

年

し

７令和6年度で終了

 

８令和5年度で終了 ９

6

令和4年度で終了

月30日 作成部局名 環境経


